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苓
岑
善
岳
、
今
李
寮
寮
參
寮
４
乖
湊
乖
寮
寮
寮
求
寮
寮
寮
寮
寮
寮
弟
寮
嶮
寮
寮
疹
、
嵩

生
き
て
い
る
江
戸

・

－
大
竹
道
茂
さ
ん
の
そ
れ
を
読
ん
で
ー

　
前
号
（
こ
○
四
‥
７
）
。
私
は
、
か
ね
が
ね
束
京
都
農

協
中
央
会
の
大
竹
さ
ん
の
企
画
力
・
実
行
力
（
そ
の

底
に
あ
る
情
熱
）
に
敬
意
を
表
し
て
き
た
一
人
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
平
成
1
4
年
刊
行
の
「
都
市
農
業
に

息
づ
く
心
」
や
、
今
回
の
こ
れ
を
読
み
、
更
に
た
ま

げ
た
。
私
の
以
前
か
ら
の
悪
い
ク
セ
が
今
も
治
ら
ず
、

つ
い
他
人
を
槍
玉
に
挙
げ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
何
か
、

ど
う
い
う
人
た
ち
を
か
と
な
れ
ば
、
（
死
ぬ
ま
で
忘

れ
ま
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
）
昭
和
五
十
年
代
後

半
か
ら
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
流
行
の
よ
う
に
と
り

あ
げ
た
「
都
市
農
業
を
潰
せ
！
」
で
あ
る
。

　
先
陣
を
切
っ
た
の
は
、
某
社
の
会
長
Ｉ
氏
（
勲
一

等
生
存
者
叙
勲
受
章
）
の
論
調
だ
。
「
農
・
工
の
単
位

面
積
当
た
り
の
生
産
性
に
比
べ
れ
ば
、
工
業
の
そ
れ

の
人
、
翌
年
、
祥
伝
社
か
ら
「
日
本
農
業
大
改
造
論
」

を
出
し
た
。
そ
の
中
で
「
農
地
課
税
（
固
定
資
産
税
）

や
相
続
税
が
低
い
か
ら
農
地
を
手
放
さ
な
い
の
だ
。

宅
地
化
が
進
ま
な
い
の
だ
」
。
驚
く
こ
と
に
、
現
職

の
農
業
経
済
学
者
（
関
西
の
あ
る
国
な
大
・
Ｎ
教
授
）

ま
で
異
ロ
同
音
の
主
張
。
「
都
市
農
業
を
安
楽
死
さ

せ
ろ
。
宅
地
・
住
宅
難
解
消
の
た
め
に
。
農
地
課
税

を
高
く
し
ろ
」
。

　
同
じ
こ
ろ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
討
論
で
「
農
地
は

農
家
の
た
め
に
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
大
都
市

圏
で
も
震
災
の
と
き
な
ど
避
難
地
に
も
な
る
し
、
水

害
の
予
防
に
も
な
る
」
と
言
っ
た
人
に
対
し
、
前
述

の
某
評
論
家
が
「
東
京
の
水
害
？
　
チ
ヤ
ン
チ
ャ
ラ

お
か
し
い
よ
」
と
咳
っ
た
。

　
　
（
今
年
＝
ト
九
年
の
台
風
の
と
き
、
束
京
都
内
の
杉
並
区

だ
っ
た
か
、
人
雨
で
道
路
の
側
溝
の
水
が
溢
れ
て
住
民
が
避

難
し
た
。
こ
の
発
言
者
は
、
こ
う
い
う
現
象
を
み
て
何
を
思
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
）

　
佐
賀
県
唐
津
市
の
農
業
・
作
家
、
山
下
惣
一
さ
ん

は
平
成
六
年
十
一
月
、
朝
日
新
聞
に
「
言
っ
た
人
は

秋
田
義
信

は
一
五
〇
〇
倍
で
あ
る
。
国
内
で
農
業
を
や
ら
せ
て

お
く
こ
と
は
国
家
の
一
大
損
失
だ
」
。
（
昭
和
丘
ト
七

年
七
月
・
朝
日
新
聞
）

　
次
は
評
論
家
の
Ｏ
氏
。
「
大
都
市
近
郊
百
キ
ロ
圈

内
の
農
業
を
や
め
さ
せ
れ
ば
、
住
宅
用
地
の
値
段
が

五
分
の
一
く
ら
い
に
な
る
。
（
中
略
）
十
年
後
に
は

大
都
市
百
キ
ロ
圏
内
に
農
地
が
皆
無
と
い
う
青
写
真

を
描
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
。
（
昭
和
六
ト
年
八
月
・

文
芸
春
秋
）

　
ほ
ぼ
同
様
の
主
張
が
評
論
家

の
Ｔ
氏
で
「
都
会
の
農
地
を
宅

地
に
す
れ
ば
、
日
本
人
は
三
倍

の
広
い
家
に
住
め
る
」
。
（
昭
和

六
ト
ー
年
八
月
・
週
刊
ポ
ス
ト
）
こ

忘
れ
て
も
言
わ
れ
た
側
は
忘
れ
な
い
」
と
書
い
た
。

近
年
、
都
市
近
郊
で
も
農
村
地
帯
で
も
、
農
地
が
加

速
度
的
に
潰
れ
て
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
農
水
省

も
慌
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
食
料
自
給
率
の
低
下
、

地
球
温
暖
化
問
題
、
食
料
輸
出
国
農
民
の
作
目
転
換

で
小
麦
・
大
豆
な
ど
の
価
格
高
騰
傾
向
は
周
知
の
通

り
。
輸
人
野
菜
の
安
全
度
も
、
地
方
小
都
市
の
住
民

ま
で
日
常
の
話
題
に
す
る
。

　
都
市
農
業
、
近
郊
農
業
の
存
在
は
鳥
に
た
と
え
る

と
夜
の
寝
ぐ
ら
で
あ
り
、
「
産
直
」
そ
の
も
の
で
あ

る
。
大
竹
さ
ん
の
今
回
の
ぷ
江
戸
・
東
京
野
菜
〃
に

も
出
て
く
る
よ
う
に
「
食
農
教
育
」
の
生
き
た
教
材

で
あ
る
。
小
学
校
生
徒
た
ち
へ
の
「
尊
農
」
、
「
尊
食
」

の
植
え
つ
け
は
、
ま
ず
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
始
め
る

べ
き
だ
と
思
う
。
前
述
の
都
市
農
業
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

や
都
市
周
辺
農
地
へ
の
課
税
強
化
、
そ
し
て
「
宅
地

並
課
税
」
を
政
府
が
目
論
ん
だ
こ
ろ
、
反
対
運
動
の

陣
頭
に
立
っ
た
の
が
東
京
都
農
協
中
央
会
の
加
藤
源

蔵
会
長
で
あ
り
、
そ
の
参
謀
役
が
大
竹
道
茂
さ
ん
だ
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
・
一
丁
八
日
記
）
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